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要 旨
手島堵庵は、思想/制度両面において石門心学の発展に与したが、心学の社
会的勢力が驚異的に拡大するのは、その弟子である中沢道二が江戸に下って以
降である。道二は単に門下生の数を増加させたのみならず、世の指導者階級で
あった武士の教化に大きく寄与した心学者として、思想史に名を深く刻んでい
る。
教化の実績に比して、道二の思想的評価は、師である堵庵と同様、今も低い
ままに留まっている。初学者にも理解しやすい彼の「道話」は、心学を平易化
し、大衆に迎合したものとして、批判される場合すらある。しかし、「梅岩―
堵庵―道二」という系譜において、道二のいう「道」が持つ真の意味を存在論
的次元より考察するならば、彼の思想的営為は石門心学を近代に向けて一歩前
進させたものであると解されるはずである。
キーワード:経済倫理、石門心学、社会思想
JEL分類番号 :B19;Z12.
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1.「梅岩―堵庵―道二」という系譜
凡そ思想なるものは、個々に程度は異なろうとも、必然的に様々な次元の環
境から影響を受けて作り上げられる。思想家の個人的な境遇に始まり、地理的
制約や時代的背景に至るまで、影響を及ぼし得る事象は枚挙に暇がない。しか
し、思想史学が特段に重要視するのは、時間的な先行思想と後続思想の関係で
ある。思想というものは、ほぼ例外なく、自身より先に姿を成したそれから、
大なり小なり要素を受け取り、生育するため。一見、先行者を完全に覆したよ
うに思われる思想も、反撥し、打破することによって、一種の継承を行ってい
るのである。前を走っていた思想を知らずして組み上げられたそれと、前を走
っていた思想を否定して組み上げられたそれとを比較すれば、これは容易に解
されるところであろう。
多くの思想家は、他の学問の専門家同様、全く独自の成果を出すことを希求
する。しかしながら、過去の思想、殊に一定の支持を得ていたそれを徹頭徹尾
否定するのは、極めて困難であり、また意義のある営為でもなかろう。名を成
した思想には、必ず美点があり、同時に改めるべき箇所もある。よって、思慮
深い思想家が取り組むのは、継承と批判の同時作業となる。思想史が最も輝く
のは、この批判的継承が巧みに達成されている場合である。例えば、古代ギリ
シアの「ソクラテスープラトンー アリストテレス」という系譜が、思想史にお
いて一つの理想と認められるのは、この理由においてである。
上の視点を持ち込んだとき、石門心学は、まるで思想史学によって腑分けさ
れることを待望しているかのような様態を呈していることがわかる。創始者・
石田梅岩(1685～1744年/貞享2～延享元年)から、手島堵庵(1718～1786年/享
保3～天明6年)への流れは、批判的継承が成功した好例であろう。先を走る
師への長敬と、闊達にして奔放なる理性。「性」の知覚を目指した梅岩心学を
咀疇、吸収しながらも、「形二由ノ心」の一節に表れる存在論を切り離し、よ
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リー 層内省的傾向を強め、解放的な哲学を作り上げた人こそ、堵庵であった。
そして、この堵庵に続く中沢道二(1725～1803年/享保10～享和3年)は、「梅岩
―堵庵」にみられる群を抜く批判的継承を、「堵庵―道二」においても達成せ
んとするのである。堵庵の心学を十全に解した上で、適宜変更を加え、新規の
体系に組み上げた道二哲学の力強さは、地理的のみならず階級的境界までも打
破した、教化面での著しい成果に現れた。
安永七年夏(西暦一七七八年)、 商用によつて江戸へ出た道二は望まる 儘ゝに
諸方で道話を試みて名声を四方に博した。翌八年三月、歳五十五にして堵庵
の命を奉じて関東布教の重任を負ひ、植村嘉兵衛と相携へて再び江戸に下り、
日本橋は通塩町なる炭屋源蔵方に旅装を解いた。出府後の道二等の活動は目
覚ましいものがあって、心学の普及は燎原を焼く火の勢ひを以て、江戸の内
外、社会の上下に行き亙った。丁度一年後の天明元年四月には播磨山崎の藩
主本多肥後守忠可の入門修行を見たのである°。
『倹約斉家論』(1744年/延享元年)において、教化を最前面に打ち出した石
門心学は、堵庵、道二と引き継がれる中で、その目的をより迅速かつ適切に達
成できるよう、改変を繰り返した。それはいわゆる大衆への迎合ではなく、万
人に通用する哲学として研磨されゆく過程であったといえる。そして、道二が
成し遂げた教化面の成果は、上に引いた石川謙の言葉が示すように、まさに画
期的なものであった。殊に、世の指導者であった武士階級に心学を広めたこと
は、特筆に値しよう。
しかしながら、堵庵の場合と同じく、道二の思想的評価は決して高いものと
1)石川謙「解説」、石川謙校訂『道二翁道話』(岩波書店
しては、一部、旧漢字を現代的表記に改めた箇所がある
1935年)所収、p.6。引用に関
(以降の引用もこれに同じ)。
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はいい難い。次の文章は1971年に記されたものであるが、それから40年近く経
過した現在においても、一般的に大きく異議が唱えられることなく、通用する
ものではなかろうか。
堵庵から洪水 。道二へといよいよ民衆教化にその主眼をおくようになった心
学は、その思想内容としては、もはやほとんど何ら新しい発展も見せなかっ
た。しかし天明・寛政期各地に次ぎつぎと開設された講舎を中心に、それは
ますますひろく、あらゆる階層の間にひろまって行った。心学のいわば教義
ともいうべきものが比較的簡単で、何びともが特別の修練を経ることなく、
その世俗の職業に従事したままで容易にその「本心を発明し」三舎の印鑑を
受けて講師となることができたので、諸方に数多くの心学者が輩出し、席を
設けて人々の前で道話を行ない、また種々平易な教訓書を書き著わしてこれ
を頒布した。その結果は学祖の思想をさらに深めるとか、これに新なるもの
を加えるとかいうよりも、ただその趣旨を敷行し、解説するか、あるいはこ
れを借用して一層卑俗化するに過ぎぬものとならざるをえないの。
ここでいわれているのは、すなわち教化の成功の裏にあったのは、教説の簡
易化、卑俗化であって、学祖・梅岩の思想が広く解されて石門心学の門下生を
増加させた訳ではない、ということである。そして、上に挙げられている上河
洪水(1748～1817年/寛延元～文化14年)や道二の思想には、新規の要素が殆ど
認められず、むしろそれは石門心学卑俗化の発端に当たるものであった、と断
ぜられているのである。
2)柴田実「石門心学について」、柴田実校注『日本思想大系42石門心学』(岩波書店
1971年)所収、p.490。
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中立性が高く、現在の学界の評価も反映した『日本思想史辞典』には、次の
ような記述がみえる。
堵庵に始まる梅岩教学の平易化は、道二による<道話>の完成によって到達
点に達し、その社会的影響力はさらに大きなものとなっため。
ここでは、道二はおろか、堵庵までもが石門心学を平易化した人物とされて
いるが、堵庵の紡いだ思想が、心学の平易化や卑俗化とは全く異なる性質を持
つものであることは、以前論じた通 りであり、ここで繰り返すことは避けた
い。。しかし、この解説に明らかなように、今に至っても、「堵庵―道二」とい
う系譜が、教化の成功の裏に思想の卑俗化を隠したものとして捉えられている
ことは、余りにも重要である。果たしてこの認識は、正当なものといえるのか。
また、不当であるとするなら、それは如何なる理由においてといえるのか。
本論考は、石門心学史における中沢道二の思想的成果を、「梅岩―堵庵」よ
りの継承関係を重んじながら、検討するものである。そして、ここで明らかに
されるのは、既に記した通り、「堵庵―道二」という系統で展開された心学は、
万人に通用する「新しい哲学」として研磨されたものである、ということであ
る。研磨されたということは、思想的に新しい発展が存したということを意味
する。このことは、道二のいう「道」との関連で、明らかにされるであろう。
なお、本論考で採用されるのは、極めて思想史学的な接近ではあるが、その際、
純粋に客観的な方法は原理上あり得ない。個々の思想内容という「点」はある
3)山本具功「中沢道二」子安宣邦監修『日本思想史辞典J(ぺりかん社・2001年)所収、p.
399。
4)拙稿「石門心学史における手島堵庵の思想的位相―外形的制約からの決別と『本心』―」、
『大阪学院大学経済論集 第24巻第1号』(2010年)所収、参照。
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程度客観的に限定できても、それらを繋ぐ「線」は、まさに論者の数だけ存す
るがゆえ、である。本稿は、梅岩、堵庵に関する三つの論考9に続いて、近代、
あるいは近代化という明確な視点から、石門心学を考察する試みでもある。
2.道二の人生 と教化活動
中沢道二の人生を概観すると、梅岩と堵庵に共通する一つの、そして大きな
特徴がみて取れる。それは、実業との深い関わりであり、町民社会との確かな
繋がりである。道二も梅岩や堵庵と同じく、人生の大半を実業に従事し、人生
の後半期に入ってから、いわゆる思想家としての活動を開始している。これは
石門心学の独自性であると同時に、時代的特質であったとも表現できよう。貨
幣経済が本格的に勃興する江戸中期以降の日本において、経済観念が抜け落ち
た社会思想に、説得力は備わり得なかったのである。梅岩が講席を初めて設け
たのは45歳のとき(1729年/享保14年)であり、その弟子・堵庵が同じく講席を
開いたのは42歳のとき(1760年/宝暦10年)であった。両者共、その年齢に至る
まで商業に従事し、現実の社会、殊に経済の中で揉まれて生きてきたのである。
そして、道二が堵庵の門下に入ったのが、明和の末か安永の初め頃であり、こ
の時点で齢は40を軽く超えていた。道二はそれまで(そして入門以降も暫くは)、
家業の機織業によって自身の生活を支えていたのである。「梅岩―堵庵―道二」
による心学は、生々しい迫力に満ちているが、その理由は彼ら自身が歩んだ人
生に起因するといえよう。
5)次に挙げる拙論三編を参照のこと。「石田梅岩『都部門答Jにおける経済倫理思想―そ
の現代的可能性と限界一」、『大阪学院大学経済論集 第23巻第1号」(大阪学院大学・
2009年)所収。「石田梅岩『倹約斉家論』における道徳哲学の再検討―「都部門答』との
比較を通して一」、『大阪学院大学経済論集 第23巻第2号』(2009年)所収。前掲「石門
心学史における手島堵庵の思想的位相―外形的制約からの決別と『本心』―」。
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それでは、道二の思想を論ずる前に、彼の人生を概観しておこう°。
道二は1725年(享保10年)に、京都の上京新町一条通で生を受けている。これ
は梅岩より40歳、堵庵よりは7歳下に当たる。名は義道、俗称は久兵衛で、屋
号が亀屋であったことから亀屋久兵衛と呼ばれた。なお、道二は55歳で剃髪し
てよりの号である。道二の生家は大変に貧しく、十分に教育を受ける余裕がな
かったといわれているが、父母共に篤く日蓮宗を信仰していたことから、幼少
時より厳しい宗教教育を受けていたようである。十二歳になった彼は、同じく
日蓮宗を信じる同業の家に丁稚奉公に出るが、ある冬に寒さの余り体調を崩し、
結果遺尿症を患ってしまう。この件で主人に相談を持ち掛けた道二は、立品寺
の日像上人作鬼子母神への参詣を薦められたとされる。このとき、呆たして霊
験なるものが依存するのは、祀られる神仏の功徳なのか、それとも祈願する者
の誠心なのか、激しく思い悩んだという。この疑間は、貧しい暮らしと共に、
道二の前半生をずっと悩まし続けるのであるが、これこそが後に、彼を心学の
道に進める原動力にもなった。
道二が学問の道に入る契機となるのが、1765年(明和2年)|こ参加した、西山
等持院の東嶺禅師の法席である。ここにおいて悟るところのあった彼は、翌年
には東寺の霊源禅師に謁し、「妙法発明の趣」を提して称賛を得たとされる。
そして、道二が遂に堵庵と縁を持つことになるのは、布施松翁(1726～1784年/
享保10～天明4年)を介してであった。既に、透徹した哲学を自身の中に得て
いた道二ではあったが、堵庵が教示した心学によって、それは更に強化され、
説得力を増すこととなる。堵庵の道二に対する評価を物語るのは、入門後程な
くして、道二を自身の代講として諸方に出向かせたという事実であろう。
石門心学の歴史にとって、一つの画期となる道二の江戸下向は、まずは彼の
6)道二の人生に関する記述は、前掲『道二翁道話』、石川謙著『石門心学史の研究」(岩波
書店・1938年)、 竹中靖一著『石門心学の経済思想 増補版」(ミネルヴァ書房・1972年)、
前掲『日本思想史辞典』などを参考とした。
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商用に伴って為された。時は1778年(安永7年)夏、江戸に出向いた道二は、請
われるままに道話を講し、相当に好評を博したとされている。道二の講席は、
その内容の秀逸さのみならず、話術の巧みさにおいても特長付けられるもので、
それは後に門下生たちの手で編まれた道話集においても十分に確認できる。
道二が正式に江戸布教の任を帯びるのは、翌年3月のことで、この時点で彼の
齢は55に達していた。当時において十分に老齢であった道二ながら、この後の
活躍は驚異的といえるものであった。彼が遊説した国の数は20、都市の数は40
に及んだ。また、著名な江戸の参前舎をはじめとして、道二とその門下生によ
って設立された心学舎は、 8ケ国に跨る24舎にまで至ることとなるのである°。
そして、注意すべきは、ただそれらの数が多かったことのみではない。先に触
れたように、播磨山崎の藩主 。本多肥後守忠可をはじめ、道二は門下に、多く
の武士たちを抱えることとなるのである。
江戸における心学教化の特色は、いうまでもなく、武家階級への浸透であっ
た。講舎の設立にも、武家の後援があり、参前舎の敷地のごときも、その地
代金は上流武家の負担するところであったが、講舎運営の責任者である都講
も、江戸三舎は、武家方と町方との両者から構成されていた。京都の三舎や、
大阪の五舎は、いずれも、町方都講ばかりであったのと、いちじるしい対照
をなすものである・ 。
最終的に、聴講には20名を超える大名が集まり、道二によって石門心学は文
字通り隆盛の時代を迎えることになった。しかし、彼が決して社会の上層たる
武家ばかりに関心を払っていた訳ではないことも、頭に留め置いておかねばな
7)
8)
?
?
??
??
『石門心学史の研究』、pp.386395。
『石門心学の経済思想 増補版』、p.535。
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るまい。
道二の教化活動に関して最も注目すべきは、以上叙し来つた二点一心学を上
流武家階級にまで浸潤せしめたることと、心学教化を広く天下に普及せしめ
たこととの二点のみではなかった。女流門人浅井きをを通して、一橋家 。
紀州家の奥女中を初めとして、千代田城大奥深くにまで心学を浸潤せしめ、
更に松平定信の内意と目鏡とに叶つて佃島なる人足寄場に教諭方となり、そ
の創立当初より解体に至るまでの凡そ七十年を、幕府の此の教化施設に参与
するの端を開いたの。
道二にとっての教化とは、まさしく境界や障壁を打ち崩す活動であったとい
えよう。階級、性差、そして一般人と犯罪者や浮浪者の境界。江戸の世におい
て、万人と分け隔てなく接触し、更には心を通じ合わせることが如何に困難で
あったか、想像を絶するものがある。しかし、55歳に至ってから江戸を中心に、
時には京都にも戻り教化活動を続けた道二は、1803年(享和3年)参前舎にて没
するまでの約23年間、様々な状態にある人々を惹き付け、心学の真髄を叩き込
んだのであった。
これはもちろん、道二が精力的であったこともあろうが、それのみならず彼
の説く心学が、その人の境遇を選ばず心を打つ性質であったと考えるのが自然
であろう。道二の心学は、彼が確立した「道話」なる形式で講じられたのであ
るが、この内容を検討することによって、彼の教化活動が成功した秘密も探っ
てみたい。もちろん、その際には、「梅岩―堵庵」と受け継がれた思想内容と
の比較も為されることとなる。
9)前掲「解説」、『道二翁道話』所収、p.9。
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3.道二思想における「道」
道二の思想を検討する上で何より肝要となる作業は、彼の号にも存する「道」
なる言葉に込められた意味を把握することにある。彼は道話と呼ばれる独自の
講釈方法を完成させるのであるが、これも「道」を、聴講する人々全員に解し
易く説く為であった。もちろん、道話自体は堵庵も用いていた方法であったが、
その完成度を極限まで高め、有効性を広く認知させたのは道二その人である。
心学といえば道話、道話といえば′さ学が思い合わされ、心学道話とかさねて、
世間では、石門心学と同義語に用いられている。『大言海』や『国語大辞典』
でも、心学と道話とを同一視する解釈をとっている。このような通念ができ、
「道話」という教化の一方法が、「心学」を代表するかと思わせるにいたっ
たのは、中沢道二のときからである。。
なお、「道」という語を頻用することに関しては、道二独自のものではなく、
むしろ江戸時代を通して、極めて普通のことであった。尾藤正英は、このこと
について次のように説明している。
江戸時代の思想界の主流をなしたのは、儒学 。国学および神道であったが、
それらに共通していたのは、「道」の探求、すなわち人がいかに生きるべき
かの原則ないし原理としての「道」を明らかにすることを、中心的な目標と
している点であった。このような意味での「道」の探求が思想上の主要な課
題とされるにいたったのは、ひとつには儒学、とくに朱子学の思想の影響に
よるものであった。朱子学をふくむ宋学が、一名を「道学」ともよばれたよ
10)前掲「石門心学の経済思想 増補版』、p.552。
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うに、「道」の研究は、その学問上・思想上の特色をなすものであったから
である・ )。
道二のいう「道」も、「人がいかに生きるべきかの原則ないし原理」なので
あるが、「いかに」の部分に、石門心学ならではの特徴と、それに加えて道二
の独自性が滲んでいることに注意せねばなるまい。これを精確に知るには、
道二自身の説明を読み解くのが最良であろうが、残念ながら彼は著作を一冊た
りとも遺していない。そこで、門下生が聴き取り編んだ、道二の道話集を考察
してみたい。次に引くのは、1795年(寛政7年)に刊行された『道二翁道話初篇』
の冒頭に記された言葉である。
天地の常とは則ち道の事でござります。天の心といふは、一切万物人間禽獣
草木に至るまで、皆天の心なるゆへ、夜が明けるとちうちうかうかう、梅の
木に梅の花が咲き、柿の本に柿の出来るも皆天の功用じや。けれど天は目に
見えぬ、影形もなく無心なれど、平等一枚万物に普くして、此れやうに動き
詰じやによつて、一切万物の造化するは、悉く天の働・ 。
初めにある「天地の常」とは、端的に述べれば、「世界における不変の法則
(あるいは道徳)」 程度の意味であろう。そして、この不変の法則は、日には見
えない天によって齋されたものであり、これによって夜が明けて鳥が鳴いたり、
特定の本に特定の花が咲いたり、実が生ったりする、と道二はいうのである。
つまり、我々が目にする「自然」とは、天という見えない、しかし巨大な力に
よって支配されたものということであろう。この世界説明には、特に独創性は
11)尾藤正英著『江戸時代とはなにか 日本史上の近世と近代』(岩波書店・2006年)、 p.151。
12)前掲『道二翁道話』、p.28。
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確認できず、むしろ儒学者を初め、当時の思想家の多くに共有されていた見解
に近い。
しかし、上の「天地の常」に続いて語られる事項には、やや特異な感を漂せ
る箇所がある。
天と万物と一体なるゆへ、釈迦如来も孔子様も、千石万石の殿様も、賤しい
銘々ども 、ゝ蚤も鯨も、大も猫も雁も鴨も、皆天の生じた土じや。其生じた
土が形の通りしてゐるが貝1ち道じや。といふことでござります。道とは何ぞ、
雀はちうちう、鳥はかあかあ、鳶は鳶の道、鳩は鳩の道。君子其位に素して
行ふ。外に願ひ求めはない。その形地の通り勤めてゐるを天地和合の道とい
ふ
13)。
ここで何より気にならぎるを得ないのが、前半にある「皆天の生じた土」と
いう言及部分である。現実世界をみると、様々な動物があり植物があり、それ
ばかりでなく、人間にも様々な種類がある。平民がいれば、大名もおり、愚者
がいれば、釈迦や子L子もいる。しかし、これらは全て同源であり、道二の言葉
を借りれば、元は「土」というのである。もちろん、現実の姿は、全て天の力
によって成されたということから考えて、現実態に何らかの意味や理由は備わ
っているのかも知れない。事実、道二は「道」とは形に従うことであり、それ
以外に「道」はないと断言する。とはいえど、釈迦や子L子と、大猫が同じ質料
によって作り上げられている、との教説を聴いた当時の門下生たちに、驚きの
表情が広がらなかったことを想像するのは難しい。
人は天を心として形は土じや。焼けば灰、埋めれば土。上々様でも、御大名
13)前掲書、p.28。
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様方でも、我々共も乞食もゑたも、一切万物一体。犬も猫も熊も魚も鳥も、
草木はいふに及ばず、一切天の化したのじや。悉皆土の化ものじや。土に二
ツはない。御姫様の土じやとて伽羅の匂ひもせず、奴の土じやとて尻からげ
てもいぬ。平等一枚土に隔はない“。
四民の別が厳格に存した江戸の世にあって、生けとし生きるものは、土から
生まれ、土に還る、いうなれば土の化け物に過ぎず、その意味で全ての存在は
平等であるとする道二の主張は、限りなく先進的なものであった。梅岩は、四
民それぞれに役割があり、それぞれがその役割を果すことによって社会が成立
するとの主張から、四民の平等性を強く説いた。それに対し道二は、役割以前
に、土から形作られている意味において、四民に別はないというのである。
例えば、ある意味で時代的特権を享受していた武士たちが、この道二の話を
聞いて反撥するであろうか。もちろん、そういう反応も一部にはあったであろ
う。しかし、心学徒たる道二が解決しようとするのは、社会的問題というより
も、個人的なそれであり、人の属性に左右されない生に纏わる普遍的な悩みで
あった。そこに、心学の強みがあり、道二が様々な境界を超え出て、広く深く
受け容れられた秘密が存する。
なお、道二の直感に訴え掛ける存在論は、仏教の無常観や、場合によっては
因縁生起を思い起こさせるものといえよう。それは、彼の来歴を思い出せば、
決して無理のないことである。竹中靖一は、次のように指摘している。
一言つけ加えておきたいことは、道二の思想が、神道、儒道、仏道すべてに
わたっており、この三教が道として一つであるという梅岩いらいの伝統をつ
いでいるけれども、思想の内容についても、表現方法においても、仏教的色
14)石田梅岩著『石田梅岩全集(上)』 (清文堂出版。1956年)、 p.28。
?
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彩が濃厚であることである。(中略)かれが、日蓮宗の家に生まれ、心学の門
に入るまえに、禅学のふかい修行をつんでいたことを思うならば、当然のこ
とである・ 。
仏教は、内実的にも語彙的にも、道二の思想にとって肝要なものといってよ
かったが、だがしかし、他の、例えば神道や儒学よりも仏教が優れたものであ
るとは全く以って考えていなかった。仏教は、飽くまで真の理に接近する為の
一方法であり、仮に神道や儒学によっても同一の効果が得られるのであれば、
道二にとってはどれを用いてもよかったのである。1796年(寛政8年)に刊行さ
れた『道二翁道話二篇』における次の講話に触れるならば、そのことは明らか
になるであろう。
道とは何んぞ。心の事じや。神道と云ふも心の事、佛道といふも、儒道とい
ふも、心の事じや。儒道では放心といふ。佛家では迷ひといふ。放心といふ
より、迷ひといふが、子供衆や女中方の耳なれてござるゆへ、迷ひといふが
知れよい。扱此教といふは、何んにも外の事ではない。此迷ひといふ事があ
るゆへに、聖人佛が此教を御立てなされたものじや。。
江戸期の思想状況を素描するならば、公的な局面に適用される哲理は儒学、
私的なそれに関しては仏教から供されることが常であった。よって、人が苦悩
を抱えた際、寄る辺となるのは疑いなく仏教の方である。道二は「子供衆や女
中方の耳なれてござるゆへ、迷ひといふが知れよい」と話しているが、これは
その理由からである。堵庵から受け継いだ心学を、そのまま人々に教え伝える
『石門心学の経済思想 増補版』、p.568。
『道二翁道話』、p.55。
15)
16)
?
?
??
??
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のであれば、人の本来の心、すなわち「本心」を散逸している状態を「放心」
と表現する方が適当であろう。しかし、儒学から得た用語を使用するよりも、
よリー 般的な「迷い」という語を使用した方が、解し易いはずである。道二の
中で、三教に優劣がなく、選択される用語の優先順位は、ただ教化に対する有
効性のみで判定されていることがよく知られる事例である。
そして、上記箇所で判明するのは、道二の教説とは、万人を苦悩から救済す
ることを第一義としたものである、ということである。もちろん、梅岩の時代
から、石門心学とは人々に確かな生の指針を付与するものであった。しかし、
彼の場合、当時明らかに不当な扱いを受けていた商行為を、哲学的に正しく評
価することに力点を置いていた為、人々の私的領域に即時的に切り込む性質の
教説とはいい難かった。換言するならば、梅岩の思想は、社会哲学を前提とし
ての人生指南であったが為、その前提に対するある程度の知見がなければ、個
人的苦悩を解消する教えとなることは困難であったといえよう。それに対し
堵庵は、社会の分析を措いて人の心の問題に取り組んだが、この路線を更に推
し進めたのが、道二としてよい。
4.道二思想における「礼」
ただし、道二が眼前に広がる世の有り様を無視して、専ら心の問題に閉じ篭
った訳ではないことは、明らかである。「悉皆土の化もの」として、四民のみ
ならず、全ての存在に決して本質的優劣がないことを彼が明言していたのは、
既にみた通りである。そして、この全存在に対する平等性の表明は、何度も繰
り返し道二の教説に表れることになる。
死んだらどんなものじや。ちやうど寝たやうなものじや。寝た時何んぞ覚ヘ
てゐるか、何にもしらぬ。天地と一体といふも、起きてゐるときの推量じや。
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寝た時は何んにも覚へてはゐぬ。どんなものでも消えてゐるなり。夜の八ツ
時分には、釈迦も孔子も熊坂長範も、銘々共も、乞食もゑたも、猫も大も猿
も鹿も、丸で虚空じや。消えたと同じものじや。寝たときは三千世界が丸で
虚空じや。これは天皇様の寝た虚空じやの、是は乞食の消えた虚空じやのと、
別に虚空に塀切りはない。平等一枚0。
ここまで意識的に身分を挙げ、それらは本質的に平等なのであると力説する
言葉を読んだ後、これが近世と分類される江戸時代のただ中に発せられたもの
と知ると、驚嘆せざるを得ないはずである。なお、全ての存在にとっての本源
を「虚空」と呼び表わすことには、師である堵庵よりの影響を感ぜずにはいら
れない。堵庵は、朱子学に拠りながら、本心を虚霊不味なものと捉えたが0、
道二の上記教説は、殆どこれのいい換えと捉えてよかろう。
全ての存在が同源であり、四民に本質的な差異が認められないのだとすれば、
人は自身の職分や身分を無視したまま生を営んでよいのであろうか。これに関
して、道二は次のように明確に否定する。
心は天で目に見へぬけれど、法はからだの中に備りてある。法は道じや。五
本の指でも親指は親指の妙法、小指は小指の妙法、動くは法、動かすは妙。
親指は親指の通りするが親指の道。小指は小指の通りするが小指の道。何ん
にもしらぬちいさい子でも、アレのゝさんと親指つき出す子もない。何んぼ
親指でも人さし指の道は勤まらぬ。人差指は人差指の通り勤むりが人さし指
の道n。
17)前掲書、p.39。
18)手島堵庵著 。白石正邦編『手島堵庵心学集』(岩波書店・1934年)、 pp.2122。
19)前掲『道二翁道話』、p.46。
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苦悩から解放される為には、「道」に従う必要がある。ところで、その「道」
は、自然が自然たる如く、「世界における不変の法則 (あるいは道徳)」 である
が、それは当然ながら抽象性の高いものである為、誰もが把握できるような性
質のものではない。そこで道二は、親指が親指として、人差し指が人差し指と
して働くことを挙げ、「道」は現実態に反映されることを力説するのである。
道二は、「生きた学問」をもとめるがゆえに、すべてを具体的に理解しよう
とした。道は先験的なものではあるが、同時に、内在的なものであるから、
経験的に理解できるものでなければならない20。
「経験的に理解できる」ということは、「道」には現実を頼りに接近できる
ということでもある。次に引くのは、1844年(天保15年)に刊行された『道二翁
道話続篇二編』よりの言葉である。
道は御銘々の腹の内に備つて居る。道は迩にあり、而るを遠に求む。事は易
に在り、而るを難に求む。人々其親を親とし、其の長を長として、天下平か
也で、儒道佛道神道の書物も、皆道を説いたもの、何も外の教ではない。そ
の親を親とし、上は上、下は下、大は大、小は小とするが、即ち礼。随分下
からは上を上として、敬ひて少しも仰せを背かず、又上たる人からは、下の
ものに慈悲や情をかけて、憐み恵むが礼"。
つまり、「道」に従う為には、礼を遵守することが必要となる。礼とは現実
態における関係性の尊重に繋がるが、これは現実態が何らかの真実を宿してい
『石門心学の経済思想 増補版』、p.560。
『道二翁道話』、p.249。
20)
21)
?
?
??
??
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る、という話とは異なることに注意したい。道二が、例えば四民とは本来的に
同源であり、平等であると説いていることは、先にみた通りである。彼が礼を
重要視するのは、これを契機として、「世界における不変の法則(あるいは道徳)」
に肉薄できると考えているからに他なるまい。逆にいうならば、現実的外形は
飽くまで「道」を知る為の契機でしかなく、第一に優先されるべきものではな
い、ということである。
上の「礼」とも関連するが、石門心学の伝統に則り、道二は家業に関しても
重要な教説を展開している。こちらも、礼同様、「道」を捉える為の、極めて
重要な示唆を含んでいる。
おのがなす業、朝から晩までの家業が、直に如来の行き道じや。夫を知らぬ
故、我勝手ばつかり思ひ付き、悪い事を仕イ仕イ、南無阿弥陀佛南無阿弥陀
佛と。たんと毒食うて、ちいと毒消しねぶつたとて、利かう筈はない。何の
役にた ぬヽ事じや。朝に道を聞いて夕に死すとも可なり。道は近きにあり、
然るを遠きにもとむ。向こふに道はない、其親を親として、其長を長とす。
何れにもむづかしい事はない場。
上の言葉は、『道二翁道話六編』(1824年/文政7年)よりのものである。家業
に勤しむこと、それがすなわち「道」であって、それ以外の場所にあるもので
はない。日々、自分の為すべきことを為しておれば、それが「道」に従うこと
になる、というのである。これもまた、自らの現実的外形を契機として「道」
に近付けることを示すものといえる。
道二は人間の実体を骸なる語で指し示しているが、この骸とは、身分を含む
22)前掲書、p.202。
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属性全て、すなわち現実態そのものを意味するものと捉えたのが適切であると
思われる。しかしながら、人間の実体を指す語として、通常死体を表わす骸を
選ぶのが、道二の思想家としての個性ともいえよう。
本心を知るといふも外の事でない。骸のない事を知るのじや。此身此ま 骸ゝ
は有りながら世話にならぬ。ハアスゥハアスウも入らぬ。第一死ぬるという
世話がない。大体重宝なものじやない。永い未来といふも死んだ先の事じや
ない。心の事じや。腹の中は六十万億那由多恒河沙由旬両眼四大海の如しと。
大きな佛さまじや。是が目に見へぬゆへ暗から暗、去りとては暗い暗い佛法
睫毛じやぞ。神道睫毛、儒道まつげ、あまり近うて見付けざりけり。是が見
へぬ故目が明くと、何がほしいか ほゞしい、どういふたが済まぬ、こういふ
たが聞へぬと、ハアスウハアスウ。皆此骸が有るゆへじや20。
現実的外形は、人が苦悩する全ての原因である。骸は真なる実在ではなく、
我々が目にするところは、仮の姿でしかない。この議論は、全ての存在の元は
土である、というところから一貫しているといえよう。骸と「道」、あるいは
後に触れるように心は、道二の思想においてある全くの別物に捉えられている
訳であるが、天が骸に影響を及ぼしていることから考えて、骸を学ぶことから
「道」に追ることもできる。その際、一つの契機となり得るのが、礼の遵守で
あるとしてよかろう。ただし、真の「道」は、ただ礼を守り抜くことからは知
覚できず、「心学の力がないとねつから見へぬ」20と、道二は強調するのである。
23)前掲書、p.33。
24)前掲書、p.54。
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5.道二思想の独 自性
しかし、先ほど検討した礼や家業に関する議論は、梅岩の「形二由ノ心」と
どう異なるものなのか。道二思想の独自性を明らかにする為には、梅岩の神秘
的存在論との異同を明確にしておく必要があろう。次の言葉は、梅岩の主著
『都部門答』(1739年/元文4年)に記されたものである。
鳥類畜類ノ上ニモ心ヲツケテ見ヨ。蛙ハ自然二蛇ヲ恐ル。親蛙ガ子蛙二蛇ハ
汝ヲトリ食フ、長キモノゾト教へ、蛙子モ学ビ習テ、段々二伝へ来リシ者ナ
ランヤ。蛙ノ形二生レバ蛇ヲ恐ル ハゝ形ガ直二心ナル所ナリ。其外近ク見ン
ト思ハ 、ゞ蚤ハ夏二至レバスベテ人ノ身二従テ出ルモノナリ。是モ蚤ノ親ガ
人ヲ食フテ渡世ヲセヨト教ンヤ。人ノ手ノユク時ハ心得テ早ク飛ベシ、 トバ
ズバ命フトラルゝ卜教ンヤ。飛ニグルハ此不習シテ皆形ニヨツテ為所ナリ29。
「形二由ノ心」とは、端的にいえば外形と心の一致を説く存在論である。性
を知覚する為には、自身の外形を認め、これを手掛かりに精神の内奥と、そこ
に込められた世界原理に迫らねばならない。より具体的には、現実的外形たる
身分と職分に相応しい生活を送り、その中で私欲を打ち消しながら、五倫の道
を実践することが、梅岩の心学、中でも『都部門答』で語られる哲学にとって、
最も肝要な修養となる。
これに対して、道二は礼を強調しながらも、現実的外形に関しては、それを
必然的なものとして評価することがない。四民どころか、天皇であろうと、四
民より更に下に作られた身分であろうと、大であろうと猫であろうと、元は虚
空であり、質量は同じ土に過ぎないというのである。家業に勤じむことを奨励
25)前掲『石田梅岩全集 (上)J、pp.113-114。
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し、自身の外形に相応しく生きるようにと説く道二であるが、心と現実的外形
たる骸に相関性があるとは考えてはいないようである。一見似ているようで、
梅岩の「形二由ノ心」と、道二の存在論は、実のところ全くの別物であると知
らねばなるまい。
それでは、何故に道二は礼を強調するのであろうか。『道二翁道話続編二編』
には、このような言葉が記録されている。
その親を親とし、其長を長とし、上は上、下は下、大は大、小は小とするが、
即ち礼。随分下からは上を上として、敬ひて少しも仰せを背かず、又上たる
人からは、下のものに慈悲や情をかけて、憐み恵むがネし。夫婦の仲も、別を
正して、夫は妻を恵み憐み、又妻からは夫を大切にして、心に背かぬやう、
か様に夫婦睦まじいが礼。兄弟の仲も、兄を兄として敬ひ、弟を弟として恵
み憐むが礼。礼さへ正しくすると、自然と家内和合するが礼楽の大本20。
最後に出た和合という語は、道二の哲学にとって余りにも重要である。礼を
遵守すべきなのは、上記箇所のみから考えれば、それが和合という結果に繋が
るがゆえ、ともいえよう。人倫への強い関心も、道二の思想を特徴付ける要素
である。
個人が苦悩から解放される条件とは、極めて簡潔にいえば、心の状態が改善
されることであろう。それは、ただ自己の内奥との対話、すなわち内省のみで
達成されることもある。例えば堵庵の心学は、周囲の状況を捨象して、禁欲的
に内省に励むことを奨励するものであった。しかし、周囲の状況が改善される
ことで、個人の苦悩が軽減されることも多々あるはずである。あるいは、取り
巻く環境が常に平和なものであれば、そもそも苦悩が生起することも少なかろ
26)前掲『道二翁道話』、pp.249-250。
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う。道二がネしを遵守し、和合を達成せんとしているのは、このように個人主義
の観点からも理由付けることが可能である。
礼楽がなければ、家も国も治まりはせぬ。兎角に礼が本じや。礼は即ち五常
じや。五常は即ち人の道。人ばかりではない。天にも礼はある。春夏秋冬の
行はれるは天の礼じや。天何をかいふや、四時行はれ百物成るで、四季が即
ち天の礼。草木の芽の出る時分には芽が出るのがネL。 栗の本に栗が出来、柿
の本に柿が出来るが礼。この又天地の礼が乱れるが最後、どんな騒動が出来
ようやら知れぬ2"。
道二のいう礼は、より限定的には、人や物の関係性や、そこに包蔵された法
則に対する尊重であって、現実的外形による優劣の追認とは異なることを知ら
ねばならない。職分に励むことが奨励されるのは、職分が素晴らしいからでは
なく、それに「励むこと」自体が尊い為である。現実的外形は骸でしかなく、
関係性や法則にのみ、天の力や理が宿る為である。加えて、礼は五常であり、
道でもある、と断言しているのは、関係性や法則に対する敬意が欠落してしま
っては、大小問わず、全ての共同体に和合はないがゆえ、であろう。
ところで、「梅岩―堵庵」から受け継いだ、性や本心に関する教説は、道二
の思想において如何に表現されているのであろうか。加えて、道二思想の中心
を占める「道」と、心との関係はどのようなものであろうか。これに関しては、
既に『道二翁道話二篇巻上』でみたように、「道」と心は同一であるとするの
が、道二の説であるとしてよい。
道二のいう道は、大自然の姿のなかに「ある道」であるとともに、人の世に
27)前掲書、p.253。
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当然要求される「あるべき道」であり、それが一つにつらなっている、と考
えたのである。存在と当為とを一つにした道である。「道」が「心」である
というのは、このような意味である20。
「道」は天であり、心でもある。ゆえにこそ、「道」の実践によってのみ、
心的安寧が齋されると、道二は考えたのである。ここにおいて、彼の哲学は、
日々の生活に直に寄り添うものとなる。日々、職分に励み、礼を尽くすことに
よって、苦悩は消失し、より高次に至った心は、より充実した日常を生み出す
ことになろう。充実した日常とは、一言でいえば和合が達成された世界におい
て可能になるものである。個人と社会はここにおいて接続され、人生訓であり、
同時に社会思想としても成立する哲理が誕生することとなる。家業に励むこと
の先に救済を準備する道二哲学は、その意味でカルヴィニズムにも近しい機能
を持つものといえよう。
石川謙は、道二の思想の独自性を次のように簡潔に描出している。
道二は、堵庵によつて一応主観化され個人化せられた心学思想を、再び客観
的な社会的な秩序そのものの中に引き戻して、新しい姿に於いて取上げて来
た。梅岩の性と堵庵の本心とを、大自然と社会組織との秩序の中に融合渾一
させて、そこに道二独自の「道」の哲学を創案した"。
「梅岩―堵庵一道二」という系譜において、石門心学がどのように性質を変
えてきたのかを、そこから導かれる政治的姿勢を含めてまとめれば、次のよう
になろう。ちなみに、この政治的姿勢とは、近代性の基準ともなり得るもので
28)前掲『石門心学の経済思想 増補版』、p.564。
29)前掲「解説」、『道二翁道話』所収、p.11。
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ある。なお、梅岩に関しては、『都部門答』と『倹約斉家論』(1744年/延享元
年)との間に重要な変化がみられる為30、 別箇に記述しておいた。
『都部門答』における梅岩の教説は、「形二由ノ心」で表わされる神秘的存
在論に下支えされたものであり、現実的外形に依拠して「性の知覚」に至るこ
とを目指すものである為、その修養の性質は外部依存的となり、政治的には現
状を肯定するものとなろう。それに対し、『倹約斉家論』の段階に至ると、「正
直」であることによって「性の知覚」に至ることが説かれ、「形二由ノ心」が
後景に退く為、修養の性質はやや内省的となり、そこから生まれる姿勢は、や
や現状肯定的か、僅かに反政治的なものとなる。
梅岩から心学を受け継いだ堵庵は、心学を「主観化」かつ「個人化」し、修
養は極めて内省的なものとなる。社会に対する関心を喪失した訳ではないが、
この修養の先に待つのは、反政治的な在り様であろう。時代の価値観に引き摺
られることが少なくなり、外形的な市1約から脱せられる為、近代性は梅岩以上
30)前掲「石田梅岩「倹約斉家論]における道徳哲学の再検討一『都部門答Jとの比較を通
して一」、参照。
【表:「梅岩一堵庵一道二」の思想的/政治的差異】
至るべき状態 修養の性質 政治的効果
石田梅岩『都部門答J 性の知覚 外部依存的かつ神秘的 現状肯定的
石田梅岩『倹約斉家論』 やや内省的 やや現状肯定的
手島堵庵 本心を知る 内省的 反政治的
中沢道二 道に従う 内省的かつ合理的 やや革新的
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に高いものとなり得る。
これらの思惟を受けて、教説を作り上げた道二は、日常における勤勉と、礼
の遵守を説きつつ、性理の感得は個人が世界秩序から学び取るものとしたとこ
ろから、外部依存的な側面も認められるが、それ以上に合理的であり、かつ内
省的な側面も並存させることとなった。この教説は、現実的外形に対し、必然
性を説くものではなかった為、社会体制を変革する力も持ち得る。眼前に広が
るのが、世界秩序たる「道」に反する体制であったとすれば、それに異議申し
立てを行うことが十分に考えられるからである。
石門心学は、それが創始されたときから、同時代の他の思想に比して、強く
近代性を帯びたものであった。その第一の理由は、何より四民の間に質的優劣
がない、と強く主張したことにある。当時、最も強い学的影響力を保持してい
た朱子学が、知識量の増加を推奨し、格物窮理なる修養方法を説いたことによ
って、理性の自由を大きく減ずるものであったことを思い起こせば、梅岩哲学
が持っていた先進性は明らかであろう。そこから、堵庵によって修正を加えら
れ、更に道二によって更新された心学は、益々近代性を高め、個人の精神的自
由を担保するものとなった。
天の命これを性といふは、皆人々にも一切万物にも、備てある平等一枚の性。
これを手島先生は、性の名をかへて本心といはれました。本心会得しろとい
はれました。本心といへば人に限りますが、一切万物に備わつて居ぬものは
ない。私はいつでも同じことを、くり返しくり返し申しますが、此性といふ
は人々の肌のほかほかとあた かヽいもの、此あた かゝいが性で、此性にニツ
はない。子L子様でも釈迦如来でも、恐れながら上々様も、我々ども 、ゝゑた
も乞食も、牛も馬も猫も大も、鳥獣の生あるは、皆肌がほかほか。水中の魚
も、本かや草木皆同じ性。三千世界一枚の性。唐天竺でも阿蘭陀でも、津々
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浦々嶋々までも、一枚のもの。夫で万物一体といふ"。
道二の哲学が幅広く受容され、結果として石門心学の隆盛に寄与したのは、
彼の言説が他ならぬ「裸の個」に向けて投げ掛けられていたことによる。人は、
商人である前に、武士である前に、男である前に、女である前に、一人の、誰
とも換え難い人間である。商人としての自分や、女としての自分の前に、一人
の人間として思い悩む存在にとって、意味のある道徳倫理。道二の説く「道」
は、まさにそれに相当した。そしてまた重要なのは、人は誰とも違う一人の存
在であると同時に、自らに与えられた職分や身分から容易に逃れ得ないという、
厳然たる事実を道二が直視していた、ということである。
堵庵の心学が解決できないのは、呆たして現実の生において、我々は如何に
振る舞うのが適切か、という問題であった。あるいは、深い内省によって到達
した心的状態と、現実の生との間を架橋する論理が欠如していた、といっても
よい。道二の哲学は、仏教的存在論に下支えされた、個人の私的領域を救済す
る教説と、梅岩から受け継いだ職分観、すなわち各人が家業に勤しむことによ
って、社会の調和と発展が実現するという、社会理論を兼ね備えるものであっ
た。
道二の存在論は、普く存在の始原は土であるとする点においては、梅岩のそ
れ同様、理屈を超えたものといえる。職分/身分の決定が、天の力に因るとい
う説明も、同じく非合理性を感じさせるものであろう。しかし、全存在の始原
が土であるならば、現実の外形が音悩の要因となることは、決して受け容れら
れる事態ではない。現実的外形は、道二の説から理由付けるならば、世界の調
和の為に作り上げられたものとしか解せない。ならば、万が一外形によって調
和が舌Lれるようなことがあれば、それは打破すべき障害として認識されること
31)前掲『道二翁道話』、p.297。
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となろう。ここにおいて、道二哲学における社会思想的側面の、確かな合理性
と先進性が明らかとなる。
全ての始原が土であるという、一見実に素朴かつ簡素な存在論は、最終的に
社会秩序全体の見直しを迫る道徳倫理の基礎として機能する。その意味におい
て、道二が編み上げた哲理は、石門心学において、そしてまた日本近世思想全
体においても、一つの転回を為すものと捉えてよかろう。
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A Revolutionary Ontologr of Doni Nakazawa's " Dowa " Philosophy
- 
The Prosperous Age of Sekimon Shingaku and Its True Reason 
-
Kenji Morita
ABSTRACT
Though Toan Tejima contributed to the development of Sekimon
Shingaku on both sides of the philosophy and the system, it was after
Doni Nakazawa, who was Toan's apprentice, went down to Edo that
the social power of the Shingaku was expanded on a nationwide scale.
Doni cut his name to the history of the social thoughts deeply as a
Shingaku scholar who greatly contributed not only to an increase of
pupil's number but also to the education of the samurais who organized
the leader class of Japan in Edo era.
Compared with Douni's results of the education, Doni's philosophy
has been not evaluated high enough. The evaluation of Doni's
philosophy is still staying low as well as the evaluation of his master
Toan's philosophy even now. Sometimes it was said that Doni's
"Dowa", which were written for beginners in order to understand
Doni's philosophy easilier, made Sekimon Shingaku too simple, and
only by such a way Doni could get many students. However, if we
consider the meaning of " Do' in ontology on the assumption of the
genealogy of "Baigan-Toan-Douni", we have to understand that Doni
had developed Sekimon Shingaku into a higher level of phylosophy for
the modern age.
Kepvords : economic ethics; Sekimon Shingaku; social thought.
JEL Classification Numbers : Bl9:' Zl2.
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